
FabricPath スイッチングの設定

FabricPathと会話型学習を実行するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシに Fシリーズモ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス
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トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。

FabricPath スイッチングについて
FabricPathスイッチングは、レイヤ 2レベルでのマルチパスネットワーキングを可能にします。
FabricPathネットワークはベストエフォート方式でパケットを送信します（クラシカルイーサネッ
ト（CE）に類似）が、FabricPathネットワークはレイヤ 2トラフィックに対して複数のパスを使
用できます。FabricPathネットワークでは、ブロッキングポートを使用するスパニングツリープ
ロトコル（STP）を実行する必要はありません。代わりに、一部ではレイヤ 3接続や IP設定の必
要のないレイヤ 2接続だけが利用される複数のデータセンターにまたがって FabricPathを使用で
きます。

FabricPathカプセル化によって、MACモビリティとサーババーチャライゼーションが実現しま
す。つまり、レイヤ 2ノードが物理的に移動されても、仮想マシンに同一のMACアドレスと
VLANアソシエーションが保持されます。また、FabricPathによって、複数のデータセンターにま
たがるレイヤ 2の LAN拡張が可能になるため、ディザスタリカバリ操作や、データベースなど
のクラスタリングアプリケーションにも役立ちます。また、FabricPathは高性能で低遅延のコン
ピューティングに非常に有用です。

ユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストパケットに対して機能する単一のコン

トロールプレーンには、FabricPathとともにレイヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルを使用します。これは純粋なレイヤ 2ドメインであり、スパニングツリープ
ロトコル（STP）を実行する必要はありません。この FabricPathレイヤ 2 IS-ISは、レイヤ 3 IS-IS
とは別個のプロセスです。

Cisco NX-OSリリース 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用するときには、会話ベースのMAC
学習スキーマがサポートされます。会話型学習は、FabricPath（FP）と CE VLANの両方に適用で
きます。FabricPathおよび会話型MACアドレスラーニングを使用すると、デバイスが学習しなけ
ればならないMACアドレスがはるかに減少し、それによってMACテーブルが縮小し、管理しや
すくなります。

FabricPath カプセル化

FabricPath ヘッダー
フレームがFabricPathネットワークに入るとき、システムは新しいFabricPathヘッダーを使ってレ
イヤ 2フレームをカプセル化します。FabricPathネットワークに参加した各 FabricPathデバイスに
割り当てられるスイッチ IDは、FabricPathヘッダーの外側のMAC宛先アドレス（ODA）および
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外側のMAC発信元アドレス（OSA）として使用されます。以下の図は、クラシカルイーサネッ
ト（CE）フレームをカプセル化する FabricPathヘッダーを示しています。

図 1：FabricPath フレームのカプセル化

FabricPathネットワークの入力エッジポートでカプセル化が適用され、FabricPathネットワークの
出力エッジポートでフレームがカプセル解除されます。FabricPathネットワーク内のすべてのポー
トは、階層型MACアドレスのみを使用する FabricPathポートです（FabricPathインターフェイス
の設定の詳細については、第3章「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください）。
この機能により、FabricPathネットワークのコアにあるMACテーブルのサイズが大幅に減少しま
す。

FabricPathネットワーク内の各デバイスに、一意のスイッチ IDが自動的に割り当てられます。任
意で、FabricPathデバイスのスイッチ IDを設定できます。

外側の送信元アドレス（OSA）は、フレームがFabricPathネットワークに入るデバイスのFabricPath
スイッチ IDであり、外側の宛先アドレス（ODA）は、フレームがFabricPathネットワークから出
るデバイスの FabricPathスイッチ IDです。フレームが FabricPathネットワークから出ると、
FabricPathデバイスは FabricPathヘッダーを除去し、元の CEフレームが引き続き CEネットワー
ク上で処理されます。レイヤ 2 IS-ISプロトコルがトポロジ情報を送信する FabricPathネットワー
クでは、OSAおよび ODAだけが使用されます。FabricPathの ODAおよび OSAは、標準のMAC
形式（xxxx.xxxx.xxxx）になります。

FabricPathの階層型MACアドレスは、予備の EtherType 0x8903を伴います。

フレームが最初にカプセル化されるときに、存続時間（TTL）が 32に設定されます。任意に、マ
ルチキャストおよびユニキャストトラフィックの TTL値を設定することもできます。FabricPath
ネットワーク内のホップごとに、各スイッチで TTLが 1つずつ減算されます。TTLが 0に達する
と、そのフレームは廃棄されます。これにより、ネットワーク内に生じる可能性のある連続ルー

プが防止されます。

フォワーディングタグ（FTag）
FabricPathヘッダー内のフォワーディングタグ（FTag）によって、パケットが FabricPathネット
ワーク全体を通過する複数のパスから1つのパスが指定されます。FabricPathネットワークに入る
マルチデスティネーションパケットには、FTagで指定されたパスが使用されます。FTagは、ソ
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フトウェアがトポロジから学習する固定ルートです。FTagは10ビットのフィールドで、1～1023
の値を指定できます（トポロジと複数パスの詳細については「FabricPathフォワーディングの設
定」を参照してください）。

このFTagは、フレームがFabricPathネットワークに入るときにエッジポートで割り当てられ、そ
の FabricPathネットワーク内のすべての後続 FabricPathスイッチで使用されます。各 FTagは 1つ
の FabricPathトポロジ内で一意です。

FabricPath でのデフォルトの IS-IS 動作
FabricPathネットワーク内のインターフェイスは FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルのみを実行
します。FabricPathレイヤ 2 IS-ISによってトポロジ情報が動的に検出されるため、FabricPathネッ
トワークで STPを実行する必要はありません。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISは動的なリンクステートルーティングプロトコルであり、ネットワーク
トポロジ内の変更を検出し、ネットワーク内の他のノードへのループフリーパスを計算します。

各 FabricPathデバイスには、ネットワークの状態が記述されるリンクステートデータベース
（LSDB）が保持されます。各デバイスは、そのデバイスに隣接するリンクのステータスを更新し
ます。FabricPathデバイスは、既存のすべての隣接関係を通して、LSDBにアドバタイズメントと
アップデートを送信します。FabricPathパケットは、標準の IS-ISで IPv4/IPv6アドレスファミリ
に使用されるアドレスではなく、それぞれのレイヤ2宛先MACアドレスに移動するので、FabricPath
レイヤ3 IS-ISプロトコルパケットが標準のレイヤ2 IS-ISパケットと競合することはありません。

システムによって FabricPathコアポートで helloパケットが送信され、隣接関係が形成されます。
IS-IS隣接関係が形成されると、FabricPathユニキャストトラフィックは、（最大 16個のユニキャ
ストトラフィック用パスを提供する）レイヤ 2 IS-ISの等コストマルチパス（ECMP）機能を使用
して、トラフィックを転送します。

FabricPathネットワーク内では、すべてのユニキャスト、マルチキャスト、およびブロードキャス
トトラフィックに単一のコントロールプレーンプロトコル、レイヤ 2 IS-ISを使用します。基本
的な FabricPath機能を使用する場合には、デフォルトトポロジを使用できるため、レイヤ 2 IS-IS
を設定する必要はありません。デバイスでFabricPathをイネーブルにすると、コントロールプレー
ンのレイヤ 2 IS-ISが自動的に起動し、実行されます。

ループフリーのレイヤ 2 IS-ISプロトコルは、トポロジに 2つのツリーを作成します。一方のツ
リーは未知のユニキャスト、ブロードキャスト、およびマルチキャストトラフィックを伝送し、

もう一方のツリーはロードバランスが行われたマルチキャストトラフィックを伝送します。シス

テムは、両方のツリーでマルチキャストトラフィックのロードバランスを実行します（ツリーお

よびトポロジの詳細については「FabricPathフォワーディングの設定」を参照）。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISは標準的な IS-ISプロトコルに基づいており、FabricPath環境向けに次の
拡張機能を備えています。

• FabricPathには、IS-IS標準に規定される階層型のレイヤ 1/レイヤ 2ルーティングのない、単
一の IS-IS領域があります。FabricPathネットワーク内のすべてのデバイスは、単一のレイヤ
1領域に存在します。

• VLANとトポロジのセット 1つにつき、複数の IS-ISインスタンスを実行できます。
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•システムは、レイヤ 3 IS-ISインスタンスに使用されるMACアドレスとは異なるMACアド
レスを使用します。

•システムは、標準の IS-ISにはない、スイッチ ID情報を伝送する新しいサブ TLVを追加し
ます。この機能によって、既存の IS-ISプロトコルの実装を介してレイヤ 2情報を交換でき
ます。

•それぞれの FabricPathレイヤ 2 IS-ISインスタンス内で、各デバイスは、Shortest-Path First
（SPF）アルゴリズムを使ってネットワーク内の他のそれぞれのデバイスへの最短パスを計
算します。このパスは、ユニキャストFabricPathフレームの転送に使用されます。FabricPath
レイヤ 2 IS-ISは標準の IS-IS機能を使用して、特定の 1つの宛先デバイスについて最大 16個
のルートを設定します。システムは、使用可能な複数の同等コストパラレルリンクを使用

して、同等コストの複数パス（ECMP）を提供します。

• FabricPath IS-ISでは、（FTagによって識別される）ブロードキャストおよびマルチキャスト
ツリーの構築をサポートするために、標準の IS-ISに一定の修正が加えられています。具体
的には、システムは FabricPathを使用して、マルチデスティネーショントラフィック転送用
の 2つのループフリーツリーを構築します。

FabricPathネットワーク内のデバイス間で隣接関係が確立されると、システムはすべてのネイバー
にアップデート情報を送ります。

デフォルトでは、設定しなくても FabricPathでレイヤ 2 IS-ISを実行できますが、レイヤ 2 IS-ISパ
ラメータの一部を調整することもできます（任意で IS-ISパラメータを設定する方法については
「高度な FabricPath機能」を参照してください）。

また、FabricPath IS-ISを使用すると、定常状態の各スイッチ IDを FabricPathネットワーク内で確
実に一意にすることができます。FabricPathネットワークをマージすると、スイッチ IDが競合す
る可能性があります。IDがすべて動的に割り当てられる場合、FabricPath IS-ISは、いずれのネッ
トワークでも FabricPathトラフィックに影響が及ばないようにこの競合を解決します。

会話型 MAC アドレスラーニング

会話型MACラーニングを使用するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシ内の Fシリーズ
モジュールで作業している必要があります。

（注）

従来のMACアドレスラーニングでは、各ホストはネットワーク上の他すべてのデバイスのMAC
アドレスを学習します。VLANに会話型学習を設定すると、関連付けられたインターフェイスは、
そのインターフェイスとアクティブに会話しているMACアドレスだけを学習します。すべての
インターフェイスが FシリーズモジュールですべてのMACアドレスを学習する必要があるとは
限りません（したがって、MACアドレステーブルのサイズは大幅に減少します）。

Cisco NX-OSリリース 5.1以降で Fシリーズモジュールを使用すると、MAC学習プロセスを最適
化できます。会話型MACラーニングは、VLANごとに設定します。すべての FabricPathVLANで
は常に会話型学習が使用されます。このモジュールで、CEVLANに会話型学習を設定することも
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できます。（CEと FabricPath VLANの詳細情報については、「FabricPathフォワーディングの設
定」を参照してください。）

Fシリーズモジュールには、16個の転送エンジン（FE）が搭載されており、MACラーニングは
そのうち 1つの FEのみで行われます。各 FEは、モジュールにある他の 15個の FEとは無関係に
MACアドレスラーニングを実行します。インターフェイスは、対象の FEを介して入力または出
力されるMACに関するMACアドレステーブルだけを保持します。インターフェイスは、モ
ジュールにある他の 15個の FEのMACアドレステーブルを保持する必要はありません。

各 Fシリーズモジュールでの16個の転送エンジン（FE）と会話型MACアドレスラーニングに
より、FabricPath用のMACアドレステーブルがかなり小さくなります。

Fシリーズモジュールで使用できるMACアドレスラーニングモードは、従来型学習と会話型学
習です。学習モードは、VLANモードによって設定できます。

次のように、VLANモードごとにMACラーニングモードが異なります。

• FabricPath（FP）VLAN：会話型MACラーニングのみ。

• CE VLAN：デフォルトでは従来型学習。Fシリーズモジュールで CE VLANに会話型学習を
設定できます。

会話型MACラーニングを設定すると、宛先MACアドレスがインターフェイスのMACアドレス
テーブルにすでに存在している場合、そのインターフェイスでは入力フレームの送信元MACア
ドレスだけが学習されます。送信元MACアドレスのインターフェイスでまだ宛先MACアドレス
が認識されていない場合、そのMACアドレスは学習されません。各インターフェイスは、イン
ターフェイスとアクティブに対話するMACアドレスだけを学習します。このように、会話型MAC
ラーニングはスリーウェイハンドシェイクで構成されます。インターフェイスは、それに対応す

るインターフェイスとの双方向会話がある場合に限り、MACアドレスを学習します。未知のMAC
アドレスはネットワーク全体に転送、またはフラッディングされます。

各 Fシリーズモジュールでのこのように会話型MACアドレスラーニングと複数 FEを組み合わ
せることにより、各 Fシリーズモジュール上のMACアドレステーブルが小さくなります。

CEVLANでは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、Fシリーズモジュールで
VLAN単位の会話型学習を設定できます。CEVLANではデフォルトで従来型MACアドレスラー
ニングが使用されます。従来型MAC学習は、Ciscoリリース NX-OS 5.1またはそれ以降のリリー
スの FabricPath VLANではサポートされません。
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以下の図は、Mおよび Fシリーズモジュールで許可された FabricPathおよび CEポートと、許可
された FPおよび CE VLANを示しています。

図 2：FP および CE VLAN の例

コアポートラーニング

CiscoNX-OSリリース 6.1以降、 F2カード上の virtual Port Channel+（VPC+）を伴う Fabric Extender
(FEX)がサポートされます。FEXVPCには一意のサブスイッチ IDが割り当てられず、転送用にコ
アポートラーニングモードを使用します。

コアポートラーニングモードの場合、すべてのローカルMACがコアポートフォワーディング
エンジン（FE）にコピーされ、F2モジュールのMACアドレステーブルには、コアポートで設
定されるローカル学習されたMACアドレスが表示されます。

VDC F2では、デフォルトでコアポートラーニングモードがイネーブルになっています。

Cisco NX-OSリリース 6.1(2)以降、F2シリーズモジュールでのMACアドレスラーニングをディ
セーブルにすることができます。ポートグループ内のすべてのアクティブポートまたは使用中の

ポートは、FabricPathコアポートでなければなりません。

SVIが存在するVLANでは、MACラーニングがイネーブルになっているかどうかにかかわらず、
F2モジュールは FabricPathコアポートでブロードキャストフレームから送信元MACアドレスを
学習します。MACラーニングがディセーブルになっているポートグループに関しては、F2モ
ジュールは、ポートグループが属するすべての VLANでブロードキャストフレームから送信元
MACアドレスを学習しません。
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FabricPath を使用したスイッチング
FabricPathの階層型MACアドレススキームと会話型学習を使用すると、FabricPathネットワーク
内の会話型学習MACテーブルは大幅に小さくなります。FabricPathネットワーク内では、レイヤ
2 IS-ISを使用してトポロジ情報が送信されます。ネットワークのエッジで会話型MACアドレス
ラーニングを使用するインターフェイスは、ネットワーク内のすべてのMACアドレスを学習す
る必要はありません（下の図を参照）。

図 3：FabricPath ポートが、フレームをスイッチングするために FabricPath ヘッダーだけを使用

FabricPath階層型MACアドレスの使用により、MACモビリティも促進されます。つまり、ホス
トを移動するときに同じMACアドレスとVLANを維持する場合には、FabricPathネットワークの
エッジにあるインターフェイスのみがこの変更を追跡します。FabricPathネットワーク内のFabricPath
インターフェイスでは、FabricPathカプセル化で変更された外側のMACアドレス（ODAとOSA）
だけがテーブルで更新されます。

FabricPathネットワークのエッジにあるインターフェイスは、FabricPathヘッダー内部の元のフレー
ムをカプセル化します。フレームが最後になった場合、または FabricPathスイッチが直接接続さ
れている場合は、出力インターフェイスにより FabricPathヘッダーが除去され、フレームが通常
の CEフレームとして転送されます。

FabricPathネットワークのエッジにある Fシリーズモジュールのポートでは、会話型学習を使用
して、指定のエッジポートが双方向会話を行っているMACアドレスのみを学習できます。すべ
てのエッジインターフェイスが、その他すべてのエッジインターフェイスのMACアドレスを学
習する必要はありません。会話しているインターフェイスのMACアドレスを学習するだけです。

フレームがFabricPathネットワークを移動するときに、すべてのデバイスではFabricPathヘッダー
だけが使用されます。したがって、FabricPathインターフェイスでは ODAと OSAのみが使用さ
れます。これらのインターフェイスは、ネットワークに接続された CEホストや他のデバイスの
MACアドレスを学習する必要がありません。FabricPathヘッダーによって階層型MACアドレス
が提供されることにより、FabricPathネットワーク内のMACテーブルは、そのネットワーク内の
デバイス数に対して非常に小さくなります。FabricPathネットワーク内のインターフェイスは、フ
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レームを別の FabricPathスイッチに転送する方法のみを知る必要があるため、トラフィックを転
送するために、ネットワークのコアにある大規模なMACアドレスルックアップテーブルは不要
です。

FabricPathネットワークでは、ホップごとに各スイッチで FabricPathヘッダーの TTLが 1ずつ減
らされます。TTLが 0に達すると、パケットがドロップされます。このプロセスにより、ネット
ワークに生じる可能性のある連続ループが防止されます。

エミュレートスイッチに関する FEX サポート
Cisco NX-OSリリース 6.1以降、F2カード上で VPC+を伴う FEXのサポートを利用できます。
VPC+を使用すると、2つの FEXを使用してエミュレートスイッチを設定できます。

FEXの詳細情報については、「Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの設定」
を参照してください。

（注）

以下の図には、エミュレートスイッチとして機能する 2つのFEXからなるトポロジの例が示され
ています。

図 4：エミュレートスイッチとして機能する 2 つの FEX。

同じ FEXのすべての VPC+は、同じ外部送信元アドレス（OSA）を持ちます。（注）

F2カード上の VPC+を伴う FEXはコアポートラーニングを必要とするため、外部送信元MAC
アドレスのサブスイッチ IDおよびフラッド IDのフィールドは予約値であり、使用されません。
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VDC F2ではデフォルトでコアポートラーニングがイネーブルになっています。（注）

FEX孤立ポートは、接続先の物理スイッチの外部送信元MACアドレスを持ちます。

VPC+ を伴う FEX の部分的モード

VPC+を伴う FEXを正しく機能させるには、部分的 FTagプルーニングモードでスイッチが稼働
する必要があります。従来、VPC+環境は、物理スイッチがプライマリフォワーダとして指定さ
れた「すべて」または「なし」プルーニングモードで稼働してきました。ピアは、プライマリパ

スがダウンした場合のセカンダリフォワーダとして機能します。しかしVPC+を伴うFEX設定で
は、使用可能なFTagのうち半分用に指定されたフォワーダとして 1つのスイッチが機能し、もう
1つのスイッチが残りの半分を転送します。いずれか1つのVPC+パスがダウンした場合、パケッ
トはピアスイッチによって転送されます。

VPC+を伴う FEXポートを設定するには、fabricpath multi-cast load balanceコマンドを使用し
ます。

（注）

設定例：エミュレートスイッチ用に VPC+ を伴う FEX を設定する

次に、エミュレートスイッチ用に VPC+を伴う FEXを設定する例を示します。両方の VPCピア
で、次の手順を実行する必要があります。

この設定手順を開始する前に、次の操作を完了してください。

• FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

• FEXフィーチャセットをイネーブルにします。

エミュレートスイッチを設定するには、次の手順を実行します。

1 VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath multicast load-balanceコマンド
で部分 DFモードをイネーブルにします。

2 VPCドメインコンフィギュレーションモードで、エミュレートスイッチ IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel channel-number
switch(config-if)# vpc domain ID
switch(config-vpc-domain)# fabricpath switch-id emulated switch-id

3 FEXを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel channel
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode fex-fabric
switch(config-if)# fex associate FEX-number
switch(config-if)# no shutdown
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switch(config-if)# exit
switch# show interface port-channel channel fex-intf

4 FEXレイヤ 2ホストインターフェイス（HIF）ポートチャネルを作成します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet FEX-number/1/satellite_port_numnber
switch(config-if)# channel-group id/1001
switch(config-if)# no shutdown

5 FEXレイヤ 2ホストインターフェイス（HIF）ポートチャネルで VPC IDを設定します。

switch# configure terminal
switch# interface port-channel 1001
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# vpc vpcid
switch(config-if)# no shutdown

競合解決と任意の FabricPath チューニング
すべてのデバイスで FabricPathをイネーブルにすると、システムによりランダムなスイッチ IDが
各 FabricPathデバイスに自動的に割り当てられます。スイッチ IDは FabricPathネットワークの各
スイッチに動的に割り当てられる 12ビットの値です（各スイッチは FabricPathネットワーク内で
一意な値になります）。特定のスイッチ IDを任意で設定できます。FabricPathネットワーク内に
一意でないスイッチ IDが存在する場合は、競合解決が自動的に行われます。

FabricPathシステムはスイッチ IDに対してランダムな値を選択し、その値がすでに使用中である
かどうかを確認している間は、その値を仮の IDとして設定します。この値がネットワーク内の別
のデバイスに使用されている場合、競合解決プロセスが開始されます。小さい方のシステム IDを
持つスイッチには、指定された値がそのまま維持され、他方のスイッチには新しい値がスイッチ

IDとして設定されます。

単一のスイッチを既存のFabricPathネットワークに追加する場合は、ネットワーク内の既存スイッ
チの値が変更されるのではなく、その単一のスイッチのスイッチ ID値が変更されます。指定され
た値が別のデバイスで使用されていない場合や、競合が解決された後は、スイッチ IDに確認済み
のマークが付けられます。

グレースフルな移行機能により、2つのスイッチが一時的に同じスイッチ IDを持つなど、リソー
ス内で競合が生じた場合でも、トラフィックが中断されることはありません。

FabricPathインターフェイスは起動しますが、スイッチが FabricPathの競合をチェックして解
決するまでは、インターフェイスは動作しません。

（注）

FabricPathリソースタイマーにはデフォルト値がありますが、タイマー値を変更することもでき
ます。デバイスを調整して、競合をチェックする間の待機時間を長くしたり、短くしたりするこ

とができます。

次に、FabricPathネットワークの重要なプロセスの一部を示します。

•スイッチ IDおよび FTagの競合のない割り当てを行う。
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•ネットワークのマージまたはパーティションの回復の際にグレースフルなリソースの移行を
行う。

•スタティックスイッチ IDをサポートする。

•リンクの起動時またはネットワークのマージ中に高速コンバージェンスを実行する。

FabricPathでは、レイヤ2 IS-ISプロトコルを使用して、ネットワーク内のすべてのスイッチにデー
タベースが転送されます。この情報は、IS-IS TLVを使用してさまざまな FabricPathネットワーク
デバイスに配布されます。各スイッチは、すべてのスイッチに関する情報を含む独自のデータベー

スを送信します。システムは FabricPath値を割り当て、FabricPathネットワーク内でその値が一意
であることを保証し、リソースが不要になるとその値をデータベースから削除します。

デバイスのスタティックスイッチ IDを手動で設定する場合、自動的な競合解決プロセスは行
われず、ネットワークは稼働しません。競合に関する syslogメッセージが表示されます。ネッ
トワーク内にあるデバイスの1つまたは複数のスイッチ IDを手動で変更する必要があります。

（注）

FabricPath タイマー

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

次の FabricPathタイマーを変更できます。

• allocate-delay：新しいスイッチ IDが使用可能になり、永続的になるまで、ネットワーク全体
に伝播するための遅延を設定します。

• linkup-delay：スイッチ IDにおける競合を検出するためのリンク起動の遅延を設定します。
システムが競合を検出すると、少しの時間をかけて競合を解決し、FabricPathを運用状態に
します。既知のネットワークへの接続で冗長リンクが起動される場合、デフォルト動作とし

て、リンク起動を高速化します。この場合はネットワークが既知であるため、タイマーは使

用されません。

• linkup-delay always：すべての場合にタイマーが必ず使用されるよう、リンク起動の遅延を設
定します。

• transition-delay：ネットワーク内で移行された値を伝播するための遅延を設定します。この期
間中は、既存のすべてのスイッチ IDと新しいスイッチ IDの値がネットワーク内に存在しま
す。この状態は、リンクが起動して、ネットワーク内に同じスイッチ IDが 2つ存在するか
どうかシステムで検査されるときにのみ発生します。

ユーザ設定によるスイッチ IDで発生する競合は、解決されません。このタイプの競合に関しては
警告メッセージが表示されます。間違ったトラフィック転送を防ぐには、トポロジ変更中に

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）がネイバー情報を収集できるよう、linkup-delay
を十分高い値に設定することを推奨します。linkup-delayを高く設定することで、競合を適時に検
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出できます。ユーザの介入によって競合が解決されるまで、または競合するスイッチ IDのリンク
ステートパケット（LSP）の有効期限が切れるまで、リンクはダウンしたままです。

このタイマーの設定が有効になるのは、ルーティングプロトコルによって到達可能とまだ識別さ

れていないノードにリンクが到達する場合だけです。他の等コストマルチパスがフォワーディン

グステートですでに存在し、新しいリンクによって別の新しい等コストマルチパスが作成される

場合は、そのようなリンクのタイマー設定がスキップされて linkupプロセスが迅速化する可能性
があります。タイマー設定は、ルーティングプロトコルがネットワーク情報を収集するための待

機時間としてのみ使用されます。ネットワークがルーティングプロトコルに認識されると、タイ

マーが使用されていないことに気付くかもしれません。

linkup-delayタイマーはデフォルトでイネーブルになっています。この機能をイネーブル化または
再イネーブル化したときに linkup-delayタイマーが設定済みであれば、スイッチは設定済みのタイ
マー値を使用します。設定済み linkup-delayタイマーが存在しない場合、スイッチはデフォルト値
10秒を使用します。

CiscoNX-OSリリース 6.2(8)以降、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してリンク起
動遅延機能をディセーブル化できます。linkup-delayタイマーをディセーブルにした後は、リンク
が一時停止することはありません。スイッチが競合を検出すると、リンクは稼働状態のままにな

り、スイッチは動的にこの競合を解決するか、システムログに警告を送信します。静的に設定さ

れたスイッチ IDが存在する既知のネットワークでは、linkup-delay機能をディセーブルにしてリ
ンク起動を高速化することができます。このようなネットワークではスイッチ IDの競合が発生し
ないことが明らかであるため、競合検出用にリンクを一時停止する必要がありません。

動的に追加される（または不明な）スイッチ IDを含むネットワークでは、linkup-delay機能を
ディセーブルにしないことを強くお勧めします。

（注）

M シリーズモジュールと F シリーズモジュールの相互作用
Cisco NX-OSリリース 6.2(2)以降、同じ Cisco Nexus 7000シリーズシャーシ内にMシリーズモ
ジュールと Fシリーズモジュールが存在する場合、次のようになります。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：ルータMACアドレスと通信する
とき、F2eシリーズモジュールのコアポートでMACアドレスラーニングが発生します。こ
の問題は F2e ASICの制限であり、MACアドレスラーニングをディセーブルにするサポート
が提供されています。「コアポート用のMAC学習モードの設定（任意）」のセクションを
参照してください。このシナリオではMAC学習がディセーブルであるため、コアポートと
エッジポートが同じ ASICや転送エンジンに存在してはなりません。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：ローカルMACアドレスをコア
ポートにコピーしない ISSU内の F1アクセススイッチをサポートするために、Mシリーズ
および F2eシリーズモジュールはデフォルトですべてのリモートMACアドレスを学習しま
す。リモートMACアドレスラーニングをディセーブルにするためのサポートが提供されて
います。「リモートMAC学習モードの設定（任意）」のセクションを参照してください。
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FabricPathトポロジ内のすべてのスイッチを Cisco NX-OSリリース 6.2(2)に移行する場合、
リモートMACアドレスラーニングをディセーブルにできます。

• Mシリーズモジュールと F2eシリーズモジュールの場合：Mシリーズモジュールでレイヤ
2のプロキシ学習をイネーブルにするには、F2eシリーズモジュールでMACアドレスラー
ニングをディセーブルにする必要があります。「コアポート用のMAC学習モードの設定
（任意）」のセクションを参照してください。また、リモートMACアドレスラーニングを
ディセーブルにする必要もあります。「リモートMAC学習モードの設定（任意）」のセク
ションを参照してください。

• Mシリーズモジュールと F1シリーズモジュールの場合：すべてのリモートMACアドレス
と通信するときに、MACアドレスラーニングが発生します。F1シリーズコアポートに関
して Cisco NX-OSリリース 6.2(2)への ISSUを行った後、F1シリーズコアポートでのリモー
トMACアドレスラーニングをディセーブルにできます。「リモートMAC学習モードの設
定（任意）」のセクションを参照してください。

Cisco NX-OSリリース 6.2(2)以降、ゲートウェイポートチャネル (GPC)を指すMシリーズモ
ジュールでMACアドレスラーニングが行われます。これは、F1シリーズモジュールを伴うM
シリーズモジュール、および F2Eシリーズモジュールを伴うMシリーズモジュールの両方で発
生します。

CiscoNX-OSリリース6.2(2)以降：Mシリーズモジュールでスイッチ仮想インターフェイス（SVI）
を使ってルーティングするとき、F2eがレイヤ 2専用モードで動作している場合には、Mシリー
ズモジュールの大きなMACアドレステーブルで、FabricPathネットワーク内の最大 128,000個の
ホストを指定できます。

Nexus 7000シリーズデバイス用の Cisco Release 5.2(1)以降では、Mシリーズモジュールがシャー
シ内に存在する場合の、Fシリーズ FabricPath対応モジュールのMACラーニングが変更されてい
ます。この設定で、FabricPathスイッチは、ローカルに学習したすべてのMACアドレス項目をコ
アポートにコピーします。これは、FシリーズとMシリーズの両方のモジュールを含むシャーシ
でのデフォルト学習モードです。

また、同じCiscoNexus 7000シリーズシャーシ内にMシリーズモジュールと Fシリーズモジュー
ルが存在する場合、FシリーズモジュールのFabricPathインターフェイスは、Mシリーズモジュー
ルからそのポートを通過するMACアドレスも学習します。FabricPathインターフェイスは、混合
シャーシにあるMシリーズモジュールでのMACアドレスのプロキシ学習を行います。

Mシリーズモジュールは FabricPathをイネーブルにできないため、同じ Cisco Nexus 7000シリー
ズシャーシ内に共存する FabricPath対応インターフェイスは、Mシリーズインターフェイスから
FabricPath対応 Fシリーズインターフェイスを通過するパケットのMACアドレスを学習する必要
があります。FabricPathインターフェイスは、混合シャーシにあるMシリーズモジュールでの
MACアドレスのプロキシ学習を行います。

F1シリーズモジュールとMシリーズモジュールの間の相互作用について、詳しくは『CiscoNexus
7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』および『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Multicast Routing Configuration Guide』を参照してください。
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ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジは、In-Service Software Upgrade（ISSU）を介して設定を保持します。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールの詳細については、『Configuring
Feature Set for FabricPath』を参照してください。

Fシリーズモジュールには複数の FEが存在するため、次のポートペアを同じVDCに割り当てる
必要があります。

•ポート 1とポート 2

•ポート 3とポート 4

•ポート 5とポート 6

•ポート 7とポート 8

•ポート 9とポート 10

•ポート 11とポート 12

•ポート 13とポート 14

•ポート 15とポート 16

•ポート 17とポート 18

•ポート 19とポート 20

•ポート 21とポート 22

•ポート 23とポート 24

•ポート 25とポート 26

•ポート 27とポート 28

•ポート 29とポート 30

•ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。
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FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。

FabricPath スイッチングに関する注意事項と制限事項

FabricPathスイッチングには、設定に関して次の注意事項および制限事項があります。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。
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• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。

• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。つまり、スタティッ
クな FabricPath ODAおよび OSAは設定できません。設定できるのは、CEのスタティック
MACアドレスだけです。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。

• FabricPathネットワークでは、最大 128個のスイッチ IDがサポートされます。

• FabricPathは、同じ VDCにある VTPをサポートしません。VDCで FabricPathフィーチャ
セットがイネーブルになっている場合、VTPをディセーブルにする必要があります。

• F1シリーズモジュール上で、あるポートを FabricPath（FP）コアポートとして設定し、ク
ラシカルイーサネット（CE）ポートが同じフォワーディングエンジン（FE）インスタンス
上に存在する場合は、CEポートのMACアドレスラーニング動作が影響を受け、ユニキャ
ストフラッディングを引き起こす可能性があります。そのため、別々の ASICインスタンス
上で CEポートと FPポートを分離することをお勧めします。

FabricPath スイッチングのデフォルト設定
表 1：デフォルト FabricPath パラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルFabricPath

• FP VLAN：会話型学習のみ

• CEVLAN：従来型（非対話型）の学習。F
シリーズモジュールで会話型学習に設定

することができます。

MAC address learning mode
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デフォルトパラメータ

10秒allocate-delay timer

10秒linkup-delay timer

10秒transition-delay timer

イネーブルlinkup-delay

イネーブルgraceful merge

FabricPath スイッチングの設定
各デバイスで FabricPathスイッチングをイネーブルにすると、カプセル化、デフォルト IS-IS、お
よび学習が自動的に実行されます。

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールす
る必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細につい
ては、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

（注）

デフォルト値を使用する代わりに、次のFabricPath機能を手動で任意に設定することもできます。

•クラシカルイーサネット（CE）VLANに関するMAC学習モード：

◦会話型学習は、FabricPath（FP）VLANで使用できる唯一のMAC学習モードです。

•競合解決その他のチューニングのためにシステムで使用されるさまざまな値：

◦ FabricPathネットワーク内でグローバルに使用されるデバイスのスイッチ ID

◦タイマー

◦ FabricPathネットワークのグレースフルマージ。（デフォルトでは、イネーブルです。
この機能がディセーブルの場合、トラフィックがドロップされる場合があります）

◦ 1回限りのリンクの強制起動

デバイス上の VDC での FabricPath フィーチャセットのイネーブル化
機能の設定に使用するコマンドにアクセスするには、その前に FabricPathフィーチャセットをイ
ネーブルにしておく必要があります。
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デフォルトの VDCと、FabricPathを実行している他の VDCで別個に FabricPathフィーチャ
セットをイネーブルにします。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の
詳細については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

VDCで FabricPathフィーチャセットをイネーブルにし
ます。

switch(config)# feature-set
fabricpath

ステップ 2   

スイッチでFabricPathをイネーブルにする前に
FabricPathフィーチャセットをインストールす
る必要があります。FabricPathフィーチャセッ
トのインストールとイネーブル化の詳細につ

いては、『Configuring Feature-Set for
FabricPath』を参照してください。また、デ
フォルトの VDCと、FabricPathを実行してい
る他のすべてのVDCで別個にFabricPathフィー
チャセットをイネーブルにする必要がありま

す。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

デバイスでイネーブルになっているフィーチャセット

を表示します。

switch# show feature-setステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、VDCで FabricPath機能をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
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switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

VDC での FabricPath フィーチャセットのディセーブル化

FabricPath機能をディセーブルにすると、デバイスではすべての FabricPath設定がクリアされ
ます。

（注）

FabricPath機能をディセーブルにすると、FabricPathの設定に必要ないずれの CLIコマンドも表示
されなくなります。フィーチャセットをディセーブルにすると、システムによってすべての

FabricPath設定が削除されます。

FabricPath設定が大きい（サイズが数メガバイトである）場合、FabricPath機能のディセーブル
化が完了するまでに時間がかかることがあります。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCで FabricPath機能をディセーブルにしま
す。

switch(config)# no feature-set
fabricpath

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

デバイスでイネーブルになっているフィーチャ

セットを表示します。

switch# show feature-setステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPath機能をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
20 OL-22842-03-J  

FabricPath スイッチングの設定
VDC での FabricPath フィーチャセットのディセーブル化



switch(config)# no feature-set fabricpath
switch(config)#

CE VLAN に関する MAC 学習モードの設定（任意）
CEVLANでは、デフォルトで従来型学習モードが使用されます。ただし、Fシリーズモジュール
では、会話型MACアドレスラーニングを使用するように CE VLANを設定できます。

従来型MACアドレスラーニングを使用するよう FP VLANを設定することはできません。こ
れらの VLANでは会話型学習だけが使用されます。

（注）

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

CE VLANで作業していることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

Fシリーズモジュールで指定した CE VLANに会
話型MAC学習を設定します。従来型（会話型学

switch(config)#mac
address-table learning-mode
conversational vlanvlan-id

ステップ 2   

習以外の）MAC学習モードに戻すには、このコマ
ンドの no形式を入力します。CE VLANのデフォ
ルトのMAC学習モードは従来型です。

FP VLANを従来型MACアドレスラー
ニングモードに設定できません。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

VLANおよびMAC学習モードを表示します。
switch# showmac address-table
learning-mode {vlanvlan-id}

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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次に、Fシリーズモジュールで指定した CE VLANに、会話型MACアドレスラーニングを設定
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# mac address-table learning-mode conversational vlan 1-10
switch(config)#

リモート MAC 学習モードの設定（任意）
デフォルトでは、MACアドレスラーニングモードはイネーブルになっています。Mシリーズモ
ジュールと F2eシリーズモジュール（M-F2e）、またはMシリーズモジュールと F1シリーズモ
ジュール（M-F1）を含む混合シャーシ用のリモートMACアドレスラーニングをディセーブルま
たはイネーブルにすることができます。

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

リモートMACアドレスラーニングモードをイネー
ブルにします。リモートMACアドレスラーニング

switch(config)# [no] mac
address-table fabricpath
remote-learning

ステップ 2   

モードをディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を入力します。

モジュールまたはポートグループ内のす

べてのアクティブポートまたは使用中の

ポートがコアポートであることを確認し

てください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

レイヤ2機能マネージャの詳細情報を表示します。
switch# show system internal
l2fm info detail

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

   Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
22 OL-22842-03-J  

FabricPath スイッチングの設定
リモート MAC 学習モードの設定（任意）



この例は、MACアドレスラーニングモードをイネーブルにする方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# mac address-table fabricpath remote-learning

この例は、MACアドレスラーニングモードをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no mac address-table fabricpath remote-learning

コアポート用の MAC 学習モードの設定（任意）
デフォルトでは、MACアドレスラーニングモードはイネーブルになっています。F2モジュール
でMACアドレスラーニングをディセーブルまたはイネーブルにすることができます。また、M
シリーズモジュールと F2eシリーズモジュールを含む混合シャーシのMACアドレスラーニング
をディセーブル/イネーブルにすることもできます。コマンドは、デフォルトまたは管理用のVDC
でのみ使用可能です。

はじめる前に

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

Fシリーズモジュールがインストール済みであることを確認します。

デフォルト VDCで作業していることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたモジュール内のコアポートのMAC
アドレスラーニングモードをイネーブルにし

switch(config)# [no] hardware
fabricpath
mac-learningmodulemodule_number
{port-groupport_group}

ステップ 2   

ます。MACアドレスラーニングモードをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式
を入力します。

モジュール内およびポートグループ

内のすべてのアクティブポートまた

は使用中のポートがコアポートであ

ることを確認してください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

モジュールのハードウェアMAC学習モードを
表示します。

switch# show hardware fabricpath
mac-learning modulemodule

ステップ 4   

Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath コンフィギュレーションガイド
    OL-22842-03-J 23

FabricPath スイッチングの設定
コアポート用の MAC 学習モードの設定（任意）



目的コマンドまたはアクション

（任意）

レイヤ2機能マネージャの詳細情報を表示しま
す。

switch# show system internal l2fm
info detail

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

この例は、指定したモジュール上の特定のポートグループに関するMAC学習モードをイネーブ
ルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware fabricpath mac-learning module 4 port-group 1-4

この例は、指定したモジュールでのMAC学習モードをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no hardware fabricpath mac-learning module 4

スイッチ ID の設定（任意）

スイッチ IDの変更時にトラフィックが失われることはありません。（注）

デフォルトでは、デバイスで FabricPathをイネーブルにした後、FabricPathによって各 FabricPath
デバイスに固有のスイッチ IDが割り当てられます。ただし、スイッチ IDを手動で設定すること
もできます。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ IDを指定します。指定できる範囲は
1～ 4094です。デフォルト値はありません。

switch(config)# fabricpath
switch-idvalue

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

スイッチ IDに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
switch-id

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathスイッチ IDが 25になるようにデバイスを手動で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath switch-id 25
switch(config)#

FabricPath タイマーの設定（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

次の FabricPathタイマーを変更できます。

• allocate-delay

• linkup-delay

• linkup-delay always

• transition-delay

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPathタイマー値を指定します。各タイマーに有効
な範囲は 1～ 1200秒です。デフォルト値は次のとおり
です。

switch(config)# fabricpath
timers
{allocate-delayseconds |
linkup-delayseconds |

ステップ 2   

• allocate-delay：10秒linkup-delay always |
transition-delayseconds}

• linkup-delay：10秒

ベストプラクティスとして、ネットワーク内で静的

に（直接または間接的に）設定されるノードを導入

したり追加したりする前には、linkup-delayタイマー
値として少なくとも 60秒を使用してください。こ
の設定値により、スイッチ ID間の競合が原因で生
じる可能性のある間違ったトラフィック転送を防ぐ

ことができます。

• linkup-delay always

ベストプラクティスとして、リンク起動を高速化す

るために定常状態で linkup-delay alwaysキーワード
を使用しないでください。この設定を使用する目的

は、既知のネットワークへの冗長パスを提供するモ

ジュールをリロードした後のトラフィック損失を減

らすためです。

• transition-delay：10秒

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

FabricPathタイマーに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
timers

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、allocation-delay FabricPath値を 600秒に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath timers allocate-delay 600
switch(config)#
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FabricPath linkup-delay のディセーブル化（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

静的に設定されたスイッチ IDが存在する既知のネットワークでは、linkup-delay機能をディセー
ブルにしてリンク起動を高速化することができます。このようなネットワークではスイッチ IDの
競合が発生しないことが明らかであるため、競合検出用にリンクを一時停止する必要がありませ

ん。

動的に追加される（または不明な）スイッチ IDを含むネットワークでは、linkup-delay機能を
ディセーブルにしないことを強くお勧めします。

（注）

•

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

競合解決用のポート一時停止プロトコルをイネーブル/
ディセーブルにします。デフォルトでは、イネーブル

です。

switch(config)# [no]
fabricpath linkup-delay

ステップ 2   

タイマー値は、linkup-delayがイネーブル化された場合
にのみ有効になります。

linkup-delay機能をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

不明な（または動的に派生する）スイッチ

IDを含むネットワークでは linkup-delay機能
をディセーブルにしないでください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）

FabricPathタイマーに関する情報を表示します。
switch# show fabricpath
timers

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathで linkup-delayを再びイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath linkup-delay
switch(config)#

FabricPath グレースフルマージのディセーブル化（任意）

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

デフォルトでグレースフルマージはイネーブルになっていますが、このFabricPath機能をディセー
ブルにすることができます。

この機能をディセーブルにした場合、トラフィックがドロップされる可能性があります。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPath機能のグレースフルマージをディセー
ブル化します。この機能を再びイネーブルにす

るには、このコマンドのno形式を入力します。

switch(config)# [no] fabricpath
graceful-merge disable

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

スイッチで実行中の設定に関する情報を表示し

ます。

switch# show running-configステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPath機能のグレースフルマージをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath graceful-merge disable
switch(config)#

ユニキャストおよびマルチキャストパケット用の TTL 設定（任意）
デフォルトでは、FabricPathによってユニキャストおよびマルチキャストトラフィックの存続時
間（TTL）値が割り当てられます。ただし、この値を上書きできます。

TTLは、パケットがエッジポートに入ったときに適用されます。パケットのTTL値は、パケッ
トがコアポートを通過するときにのみ減算されます。

（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDC内のユニキャストトラフィックのTTL値を
設定します。有効な範囲は 1～ 64です。デフォ
ルト値は 32です。

switch(config)# [no] fabricpath
ttl unicastnumhops

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VDC内のマルチキャストトラフィックのTTL値
を設定します。有効な範囲は1～64です。デフォ
ルト値は 32です。

switch(config)# [no] fabricpath
ttl multicastnumhops

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

ユニキャストおよびマルチキャストトラフィッ

クに関する現在の TTL設定を表示します。

switch# show fabricpath ttlステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、マルチキャストおよびユニキャストトラフィックの TTL値を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath ttl unicast 20
switch(config)# fabricpath ttl multicast 10
switch(config)# exit
switch#

リンクの強制起動（任意）

fabricpath force link-bringupコマンドの使用は推奨されません。（注）

スイッチ IDの競合やその他のネットワーク内の問題により、FabricPathネットワークリンクが起
動しない場合、ワンタイムイベントとして強制的にそのリンクを接続することができます。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、この設定を行う必要があります。（注）

この設定は、copy running-config startup-configコマンドの入力時に保存されません。（注）

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

すべてのデバイスで FabricPath機能をイネーブルにしていることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

FabricPathネットワークリンクをワンタイムイベン
トとして強制的に起動します。

switch# fabricpath force
link-bringup

ステップ 1   

このコマンドは、copy running-config
startup-configコマンドの入力時に保存され
ません。

（注）

次に、FabricPathネットワークリンクを強制的に 1回起動する方法を示します。

switch# fabricpath force link-bringup
switch#

FabricPath スイッチングの確認
FabricPathスイッチング情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

FabricPathがイネーブルかどうかを表示します。show feature-set

VLANおよびMACアドレスラーニングモード
を表示します。

MAC学習モードは、Fシリーズモ
ジュールだけで使用できます。

（注）

show mac address-table
learning-mode{vlanvlan-id}

FabricPathネットワーク内の競合に関する情報
を表示します。

show fabricpath conflict {all [detail] | link [detail]
| switch-id [detail] | transitions [detail]}

FabricPathネットワークに関する情報をスイッ
チ ID別に表示します。

show fabricpath switch-id [local]

FabricPathネットワークに関する情報をシステ
ム ID別に表示します。

show fabricpath system-id {mac-addr}

FabricPathネットワークの allocate-delay、
linkup-delay、および transition-delayタイマーの
設定を表示します。

show fabricpath timers

FabricPathスイッチング機能を表示する他のコマンドについては、「高度な FabricPath機能」を参
照してください。
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FabricPath スイッチング統計情報のモニタリングとクリ
ア

FabricPathスイッチング統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

• clear counters [interface]

• load-interval {intervalseconds {1 | 2 | 3}}

• show interface counters [modulemodule]

• show interface counters detailed [all]

• show interface counters errors [modulemodule]

これらのコマンドの詳細については、『CiscoNexus 7000 SeriesNX-OS InterfacesCommandReference』
を参照してください。

FabricPath スイッチングの設定例
フィーチャセットをインストールした後（FabricPathフィーチャセットのインストールとイネー
ブル化の詳細については「Configuring Feature-Set for FabricPath」を参照）、使用しているすべて
の VDCで FabricPath機能をイネーブルにする必要があります。

FabricPathを実行するには、Cisco Nexus 7000シリーズシャーシに Fシリーズモジュールを取
り付け済みである必要があります。

（注）

FabricPathスイッチングを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1：すべてのデバイスで FabricPathをイネーブルにします。

switch# configure terminal
switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

ステップ 2（任意）：MACアドレスのラーニングモードを設定します。

switch(config)# mac address learning-mode conversational vlan 1-10
switch(config)# show mac address-table learning-mode
switch(config)# exit

ステップ 3（任意）：手動で FabricPathデバイスのスイッチ IDを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath switch-id 25
switch(config)#

ステップ 4：設定を保存します。

switch(config)# save running-config startup-config
switch(config)#
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FabricPath スイッチング設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 2：FabricPath スイッチングの機能履歴

機能情報リリース機能名

linkup-delay機能をディセーブルにする
ことができます。

6.2(8)linkup-delay

MACアドレスラーニングをディセーブ
ルにすることができます。

6.2(2)プロキシレイヤ 2ラーニ
ング

FabricPathネットワークで最大 128,000
個のホストに対応するために、Mシリー
ズモジュールのMACアドレステーブル
を活用する機能が追加されました。

6.2(2)MACプロキシ

linkup-delay alwaysオプションが追加さ
れました。

6.2(2)FabricPathタイマー

この機能が導入されました。6.2(2)ユニキャストおよびマルチ

キャストパケット用の
TTL

この機能が導入されました。6.1(1)コアポートラーニング

この機能が導入されました。5.2(1)FシリーズとMシリーズ
モジュールの両方を含む

シャーシの新しいデフォル

トのMACアドレスラーニ
ングモード

これらの機能が導入されました。5.1(1)FabricPath
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